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29）  この丁若鏞に関する部分は、日本思想史学会 2008 年大会（於愛知学院大学）時に「丁若鏞におけ
る「天観念」とその倫理的意味について―観照的「絶対」から主体的「絶対」へ」という題名で口頭発表した
発表文の一部を底本とし、なお、この論文作成に当たり、新しい内容を加え再構成したものである。
30）  丁若鏞、『孟子要義』、離婁
    且性者非理也、理之為物帰于自然、自然豈可以為性乎、万物之生皆有所始、夫豈有本然者乎
31）  丁若鏞、『孟子要義』、藤文公
    喜怒哀楽未発謂中者、謂君子戒慎恐懼、尽其慎独之工、則執中、在心不偏不倚、特不與物接、未有喜
怒哀楽之発耳、豈人性本体之謂乎
32）  丁若鏞、『孟子要義』、藤文公
    性之為字、専主好悪而言、豈可以心
33）  丁若鏞、『孟子要義』、藤文公
  天之於人予之以自主之権、使其欲善、則為善、欲悪、則為悪、遊移不定、其権在己不似禽獣之有定心、於為善、
則実為己功、為悪、則実為己罪、此心之権也、非所謂性也、
34）  丁若鏞、『論語古今注』
  案、本然気質之説、直指心体、発明隠微、使吾人得以認己、其功大矣、然其命之曰本然、恐與実理有差、
不敢不弁、窃嘗思之、天之降衷、必在身形胚胎之後、何得謂之本然乎
35）  丁若鏞、『孟子要義』、公孫丑
  仁義礼智之名、成於行事之後、故愛人而後謂之仁、愛人之先、仁之名未立也、善我而後謂之義、善我之先、
義之名未立也、（中略）顔淵問仁、子曰、克己復礼為仁、明仁之為物成於人功、非賦生之初天造一顆仁塊
36）  丁若鏞、『孟子要義』、公孫丑
  此四端可曰心、不可曰性、可曰心、不可曰理、可曰心、不可曰徳
